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「むつ」問題の科学的検討を呼びかける

今国会において,原船団と原研との統合,「むつJの原研への持ちこみが決定されようとしノてい

ます。

労組は,従来から「むつ」について重木な関心を持ち,科学的な調査,検討を行い,パンフレッ

トや「見解」等 を必要に応じて発表してきましンた●四年前の原船団法改正が国会で論議された時に

も,参考人としノて当時の中央執行委員長は「原船問題の処理の仕方は,科学技術の論翠に基づき,

研究者・技術者の検討にゆだねるべきであることJな どを提起 tノま tンた。

しか Lノ ,昨年11月有沢広己氏を座長とする原子力船懇談会の報告。12月 23日 原研と原船団との統

合の決定 (原子力委員会)。 本年 1月 17日 自民党科学技術部会での「むつ」廃船論議. 1月 25日

「むつ」をどうするかの問題を先送りLノての原研と原船団との統合と,関根浜新港の着工について

の閣議決定。と事態は私達の提起が無視されたまま急テンポで推移ヒンています。

「むつ廃船」が政府与党の中から出るという今日の事態を,私達は驚ろきとともに自民党の内部

矛盾の表われかと受けとめています。

中央執行委員会は「むつ」の諸問題が未解決のままで,原船団との統合だけが決まろうとしノてい

ることに危惧を感じ,こ の問題に対する基本的見解を昨年11月 22日 「むつ」問題をめぐる原研労組

「声明」として発表 Lンましノたo12月 14日 の中央委員会では「むつ」問題を科学的に検討するよう諮問

し同日「むつ」問題小委員会が発足 lノ ましンた0

小委員会では①原子力船の見通Lンと問題点,②原子力船「むつ」についての問題点,①原研にお

ける舶用炉開発の問題及び統合における問題の 3項目について重点的な検討が進められまし′た。

この小委員会報告を受けて,中央執行委員会は,開かれた討論を行うため 3月 24日 ,パネル討論

形式のシンポジウムを開催いたし′ましノた0「むつ」問題に関ヒノてこのような討論会が開催されたの

は始めてであろうと思われます。

この報告書は,「むつ」問題小委員会報告,パネル討論会 ,原研と原船団との統合問題に関する

原研労アンケー ト結果を収録 したものでありまづ。

この報告書をも とに,全ての関係者の科学的検討と討論がただちに行われるよう期待 します。

最後に,忙 ヒノい中パネル討論に出席下さいま Lン たパネリス ト諸氏の好意に感謝致 Lノます。

1984年 6月 1日

中央 執 行 委 員会
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